
一23一

対馬海峡をめぐる白亜系･第三系の地質学的問題一その1一

陸域部の地質比較

井上英二(海洋地質部)

���さ�

1.緒言

韓(朝鮮)半島はユｰラシア大陸プレｰトの安定した

大陸クラトンの一部をなし半島で帯状をなす地質区は

中国大陸の地質区に連続する(第1図).一方目本列

島は大陸プレｰトの南東縁辺部に位置する島弧である.

プレｰトテクトニクス理論によると日本列島は日本海

形成以前には大陸に接していたと考えられておりその

位置及び移動径路については第2図及び第3図の諸説

添ある･前者は主として地球物理デｰタ及び海底地質

構造にもとづいて推定され後者は半島と列島間のあ

る地質的要素の連続性に根拠をおいている.このほか
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第2図目本海盆形成前の日本列島の位置.A:村内(i972)

B:SEGAwA&Os亘IMA(1975)C:本座(1979)

にもとづきいずれも簡略化して掲載･
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第1図朝鮮半島･中国間の地質区の関連(LEE,S-M･,1934

にもとづく).

同本列島の位置の復元に関して市川(1972)の考察が

ある.しかしいずれにしてもこれらの諸説はスペ

キュレｰションの襲階であって地質学的に十分な裏づ

けがなされたものではない.

日本列島がいつ大陸から分離したかという問題につい

ても以下の講説がありこれらもまた十分た地質学的

検討は行われていない.

白亜紀(HILDEandWAGEMAN,1973)

白亜紀後(McELHIMUY,1973)

白亜紀一古第三紀(H0NzA,1979)

古第三紀(KIMURん1974)

始新世中期以降(SILLIT0E,1977)

漸新世後期(LUDWIGetal.,1975)

中新世前期(KASEN0.1972)

これらの問題を解決するには陸域･海域の総合的か

つ詳細な地質学的地球物理学的検討カミ必要であろう･�
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たとえば海陸両域を通じての層序対比の確立岩相変

化の把握地質構造の連続性の検討等を行って時代ご

との古地理をえカミくことが解決の鍵と考えられる･こ

れは多分野にわたって相当根気のいる作業を伴うこと

と予想される.

大陸と日本列島閻の地質的関連性を検討するにあたっ

て日本海両側で比較すべき地質庸報カミそろっている地

域はいくつかあるカミなかでも最も手近かた地域は韓

国南東部の慶尚盆地と西南目本内帯である･これらの

地域では地質が詳細に研究され古くから両域間で地層

対比が試みられてきた･さらに両域間の対馬海峡に

は対馬･壱岐･五島･済州島の諸島が介在していて両

第3図

白亜紀における朝鮮半島と西目本島弧

の地質的連続性と第三紀の面目本島

孤の移動を示す.

��������卉���

(1977)C:REEDMAN&UM,S･H･

(1975)にもとづきいずれも簡略化し

て掲載.

域間の地質的関連を知るうえに大き狂手がかりを与え

る.そのうえ同海峡及びその周辺の海底地質もか

なり明瞭になってきている.

そこで筆者は対馬海峡両側の沿岸陸域及び海峡の島々

及び海底の地質に注目し日本列島の分離･移動時期の

有力候補のひとつとみなされる白亜紀と第三紀に焦点を

合わせつつ韓国慶尚盆地と北部九州･山口県西部の地

質層序と地質構造の比較及び関連性について検討を行っ

た.小論の意図するところはこの作業を通じて筆者

なりに感じた地質上の問題点について先輩諸賢の御教

示を仰ぐこと及び今後目韓両国間の地質的関連性に�
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第4図韓国の地質区(KIM,O.J.,1974より編集)1:第

三紀堆積盆地2:慶尚火山岩帯3:英陽小堆積

盆地4:慶尚盆地と塵尚トラフ(沃川帯内部)

5:沃川地向斜帯6:沃川古地向斜帯7:マツ

シフ

関する研究にいささかでも役に立つことである.

本稿を草するにあたり韓国の地質に関しては主と

第1表慶尚累層群の地層名対比

�↓石1924.1929.1976��Q1州G,K.宜.1974*��F0N"キ1NEH.1978

�佛目寺統��柳川層郡��

���YUCHON.G.��柳川火成'岩類

�朱砂山場岩層����

�乾川里層��鎮東層��

新�����

��下���鎖東層

���乄低��

�採薬一山王分岩層�■�Fm��

�伉�

羅��陽曽.���

�大耶層�乞�威安層��

��層婁���

�紉�����

統�����新羅岩類

�新羅礫岩層�群�新羅礫岩層��

��������

�漆谷層��漆谷層��

洛���CHILGOGFm��

�晋州層�～���

��D新○崖�晋州層��

���JINJUFm�新�晋州層

東�����

�霞山洞層�洞｡o�霞山洞一層�洞�

��.層;�HASANDONGFm��霞山､銅層

統����層�

�洛東層�ρ群2�洛東層�群�

��昂�NAGDONGFm��洛東層

第5図慶尚盆地の新洞･下陽･柳川各層群の分布､1:第

一三系2:佛国寺花商岩類3:柳川層群4:下陽層群

5:新洞層群(REEDMAN&UMl,1975による).

してREEDMANandUM(1975)の“TheGeo1ogyof

Korea"及び立岩巌(1976)から多く引用した.また

韓国の地質的背景を理解するのに小林(1977)の論文

カミ大いに参考になった.

2.慶尚盆地と北部九州･山口県西部の層序｡岩

相の比較

2.1白亜系

慶尚盆地(第4図)は韓国南東部にある堆積盆地で白

亜系が広く分布し盆地東部の沿岸に第三系が狭少な範

囲で分布する･これらの地層はほぼ東または南東に

緩傾斜する簡単な地質構造を呈している･基盤は嶺南

(Ryo㎎n･m)地塊を構成する先カンブリア紀変成岩類と

ジュラ紀の大宝花開岩類である.

同盆地の白亜系(第5図)は慶尚累層群(Gyongsang

Supe.g.oup,C亘ANG,区.H.1974)とよばれ立岩(1924)

の洛東･新羅両統を包括し仏国寺統の成層した火山岩

類を含む｡同累層灘は先カンブリア系及びジュラ系を

不整合に被覆して発達し非海成堆積岩･火山岩類から

構成される厚さ10,000mの非常に厚い地層である.同

累層群は下位から新洞(Shind･ng)･下陽(Hayang)及

び柳川(Yuch.n)3層群に区分される.策1表に参考�
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策2表慶尚累層群中･下部の岩相の要約

層群名

下

陽

層

群

地層名1

鎮東層

戚安層

新羅擦岩層

漆谷層1

層厚･1

㌲〰

�〰

㈴　

…1

岩

相

暗灰色頁岩砂岩･赤色泥岩砂

岩･塩基性溶岩･凝灰岩

4部属に細分.

粗粒赤色･灰色砂岩･赤色泥

岩頁岩.基底に塩基性溶岩･

凝灰岩レンズ状介在.

赤色ポリミクチック礫岩･

玄武岩安山岩の岩片を含む･

凝灰質砂岩･頁岩介在.

斑状赤色層準･泥岩･砂岩.

��100�主として垣

�晋州層�～�岩.礫z

��430�薄炭層介ネ

新��500�赤色礫岩≒

洞�霞山洞層�～�赤色･緑

層��900�植物化石,

群���礫岩･砂

��600�炭質頁岩'

�洛東層�～�基底巨礫

��2100�水性貝化

主として灰色砂岩･暗灰色頁

礫岩･石灰岩レンズ.

薄炭層介在｡植物化石

赤色礫岩･砂岩･泥岩.

赤色緑色頁岩介在.

植物化石少

砂岩･泥岩.

炭質頁岩薄層介在.

基底巨礫岩.植物化石･淡

水性貝化石産出

不整合

堆積環境

はんらん原及び期性堆積

河川堆積

はんらん原堆積

はんらん原内の停滞水域堆

積

河川水路及びはんらん原堆

積.

河川水路.堤防堆積｡河

川は北東から南西へ流れる.

(REEDMAN&UM1975を簡略編集)

下陽層群は大邸付近の岩相.

として立岩及びF0NTAINE(1978)の区分との対比を

示した.

第2表は新洞･下陽両層群の岩相と堆積環境を編集

したものである.新洞層群は中～巨礫岩･礫質砂岩･

泥岩から構成され赤色岩層や炭質頁岩を挾在する淡水

成堆積物からなり火山物質に乏しい.同層群は盆地

西縁の基盤付近で厚くこれから遠ざかるにつれて薄化

盆地北東部の英陽(YEONGYANG)小盆地では存在し校い･

これは同層群が北東一南西方向の狭長な内陸盆地で形

成され慶尚盆地全体には分布していないことを示すと

考えられる.

下陽層群は河成･湖成堆積物を主とし優勢な赤色岩

層及び中性･塩基性火山岩の著しい挾有で特徴ずけられ

る.

ここで問題になるのは下陽･新洞両層群の境界であ

る｡両層群の関係は整合といわれるカミ英陽小盆地では

下陽層群は新洞層群を欠いて直接基盤を石へいしている

ので堆積盆地縁辺部では不整合の可能1性も考えられる･

さらに注目されるのは嶺南地塊北西側の沃川地向斜帯

に分布する白亜系で(第6図)これは岩相上下陽層群

か柳川層群に類似し新洞層群相当層はみつかってい狂

い.これらの地層中にみられる古流向系は慶尚盆地大

部(D.egu)付近の古流向系に調和するといわれる(KIM,

H.肌,1974)･このことは下陽層群の堆積盆地が嶺南地

塊の少くとも一部を横断して存在したことを意味するの

では衣かろうか.すなわち新洞･下陽両層群間には堆

積盆地の範囲にか校りの違いがあるように思われる.

しかし一方岩相サイクルからみると立岩(1976)の

地層区分のように新羅礫岩層(Si11･C･ng1･me･ate)の

基底を両層群の境界にした方が自然であるようにみえる.

す荏わち同礫岩層下位の漆谷層(Chi1gogF.m.tion)

の帰属カ澗題でありそれによって両層群の分布範囲カミ

かなり変る可能性カミあろう.これは慶尚盆地白亜系の

堆積吏を知るうえに大き検問題のひとつと考えられるぱ

かりでなく日本側の脇野･下関両互層灘との関係にも

波及すると思われる.�
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第6図韓国白亜系の分布.1:佛国寺花嵩岩類2:

火山岩類3:堆積岩(F0NTAINE,1978による)

第3表慶尚盆地･九州北部･山口県西部間の白亜系の対比

慶尚盆地･

佛

国

寺

統

新

羅

統

洛

東'

統

柳川層群

慰�〰ね

下

陽

層

群

佛国寺

花南岩類

72～90my

新

洞

層

群

鎮東層3200m

威安層1200m

新羅礫岩層240m

漆谷層650m

晋州層100～430m

霞山洞層500～900m

洛東層600～2100m

九州北部･山口県西部

辛･頓

阿武層群工4｡一2200由･1室

1笛

周南層群500-2000mg8国'

石

my類

下関互層群

関

㈰〰�〰ね

門

層脇野互層群

群1000-1400m

柳川層群は地域によって下位の違った層準を被覆して

おり慶尚盆地南端では下陽層群を欠いて直接新洞層群

を被覆する｡すなわち柳川層群基底は大きな不整合

面である.

柳川層群は安山岩･流紋岩質溶岩凝灰岩から主として

構成され黒色頁岩･砂岩･礫岩を挾有する.すなわ

ち同層群は火山活動が活発な時期の生成物である1火

山活動はすでに下陽層群形成時に開始されており活動

形式は下陽層群の塩基性から柳川層群の酸性火山活動へ

と移行している･火山活動形式の移行と不整合との関

係を知る必要がある･

仏国寺花開岩類(Bulgug｡｡G.anit.s)は慶尚累層群申

に貫入するものであり立岩の仏国寺統のなかの花筒岩

類に相当する･トｰナライト･花開閃緑岩からアダメ

ライト質花開岩･花闇斑岩まで種々の岩質のものカミあ

るが量的には黒雲母角閃石アダメライト質花開岩が最も

多い.これら花商岩類は浅処生成と推定される(LEE,

S.Ml.1972)･胚胎鉱床には銅･鉛･亜鉛･金･銀･タ

ングステン･モリブデン等がある.

地質時代は新洞層群が淡水貝化石群･植物化石群か

ら下部白亜紀(0TA,1960;YAB亘,1905立岩,1925)あるい

は下部白亜紀ネオコミアン(IGcP/cPP,1977)下陽層群

は淡水性貝化石等から上部白亜紀チュｰロニアンｰコニ

アシアン(IGcP/cPP,1977)またはセノマニアンｰ

チュｰロニアン(YANG,1978)仏国寺花闇岩類はK/Ar年

代(黒雲母)によると68～88myを示す(REEDMAN.nd

Um,1975)とされている.

日本側はTANAKA.K,1977にもとづく

*REEDMAN&S.H,UM19756.1図より

**S亘IBATAeta1.19773図より

日本側との対比:九州北部及び山口県西部に分布する白

亜系は非海成層･火山岩類･花闇岩類からなり下位か

ら関門層群(下部脇野互層鮮上部下関互層群)･周南層群･

阿武層群及び花開岩類に区分される.これらと慶尚盆

地の白亜系との対比は従来第3表のように行われて

いる･対比の基準は岩相層序と貝化石及び花筒岩類

の年代である.淡水成層からなる脇野互層灘は新洞層

群プラス漆谷層換言すれば洛東統に対比される.安

山岩質岩石と淡水成堆積岩で構成され赤色岩層で特徴

ずけられる下関互層群は漆谷層を除いた下陽層群または

新羅統にそして石英安山岩質･流紋岩質岩石から主と

して構成される周南･阿武両層群は柳川層灘にそれぞ

れ対比される･上記の地層群中に貫入する北部九州と

山口県の花筒岩類は仏国寺花開岩類に対応する.

このように日韓両側の白亜系の層序と岩相は層灘

レベルでみた場合がなりの共通性がある･とくに脇

野互層群と洛東統との間では層単位で対比が試みられ

るほど岩相の垂直的変化が互いに類似している(0TA,

1960)ばかりでなく両者に産する貝化石群集間にも共

通種が少なくない(第4表).

しかしこれらの層群にもう少し詳しく立入ってみる

とそこには対比上検討すべきいくつかの課題カミ残され

ている･まず新洞層群と下陽層群の境界である.

先述のように両層群の分布範囲はかなり相違するので

この境界のもつ意義は大きい.この境界が日本側の白

亜系でどの層準にあたるのであろうか･脇野･下関両

亜層群の境界は平行不整合あるいは非整合とされており�
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策4表新洞層群と脇野互層群の淡水貝化石産出比較(0TA,1960より編集)
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月.肋α〃8肋肋α〃S〃{{

且肋αツα8脇∫松ツ吻刎∫お

W砂伽舳0〃090㈱ゐ

1ま0〃Zθ1α〃ξαδα8{6076αまα

∫C〃S肋θ8舳∫伽吻㈱

W･1

野

互層群

W･1

堀

W･1

圴

新洞層群

洛東層

◎

轡

堀

1霞山洞層

堀

晋州層

伀

(○)

◎

岩相上の特徴は両者間で明瞭な相違カミある.従来の

対比ではこの境界は洛東･新羅両統間の境界にあたっ

ており新洞･下陽両層群間の境界に対比されてはい在

い.この境界対比を明らかにするには漆谷層を含む

上下の地層の詳細な追跡と岩相の側方変化を知る必要

カミあると同時に脇野･下関両亜層群間の分布関係を検

討する必要カミあろう.

地質時代についてみると新洞層群及び脇野互層群は

ともに下部白亜紀(ネオコミアン)で一致しているカミそ

の上位の下陽層群と下関重層群とでは報告されている

時代にずれがある.先述の如く下陽層群は化石から上

部白亜紀のチュｰロニアンｰコニアシアンとされるのに

対し下関互層群は下部白亜紀上部(アルビァンｰアプチ

アン)とされている(TANAKA,1977).この時代不一致

は下関重層灘に時代決定に有効な化石が未発見であるこ

とに関係があるが一方では新洞･下陽両層群間に時代

的間隙カミないともいいきれないであろう.この時代的

不一致は今後さらに検討すべき事項と考えられる.

堆積環境については下関互層群の赤色岩層を詳細に

調査する必要カミあると考えられる.従来同互層群の

赤色岩層は変質凝灰岩と考えられていたか筆者が観

察したところによると必ずしもそうではなく河川の

はんらん原堆積物の可能性カミ考えられる.下陽層灘の

赤色岩層との岩相比較を行えば両者は互いに類似の堆

積環境下での堆積物であることカミ明らかになるであろう.

下関重層群上位の周南･阿武両層灘は酸性火山岩類と

それに伴う堆積岩からなり垂直的水平的に複雑な分布

をたす.地域によっては層群内の地層区分がなされて

いるカミ広域間に通用する区分はまだなされていない.

両層群を慶尚盆地の柳川層群に大きく対比するのはほ

ぼ間違いないと推定されるカミなお今後研究すべき余地

カミ多いと考えられる.

北部九州･山口県西部の花開岩類は花開閃緑岩･黒雲

母花筒岩･石英閃緑岩等であり貴入時期は2～3期あ

って(村上1975)K/Ar年代(黒雲母)は75～98myの範

囲にある(S互IBATAeta1.1977)･岩質･生成深度･接

触変成度は貫入時期によって異なりたとえぱ新しい花

闇岩類は地下浅処生成で接触変成度は少放いといわれ

る(村上,1975,松本ほか,1961)･仏国寺花筒岩類は生

成環境･接触変成度･年代からみて日本側の新潮の花

開岩類に対応すると推定されるかより詳細な研究カミ必

要である.

以上のように慶尚盆地と九州北部･山口県西部に分

布する白亜系は巨視的にみて層序･岩相カミ類似し

地質時代もほぼ同じであること及び対馬の厚層の堆

積岩に産する植物化石カ泊亜紀末の時代を示すと考えら

れたことからこれらの白亜系に対して対馬付近に中

心をもつ単一の大堆積盆地が想定された.これがいわ

ゆる対馬盆地である.しかし近年になって対馬を

構成する岩石カミ第三系であることが確実となり“対馬盆

地"の存在カミ疑問視されるようになった.これにかわ

る説として最近ではF0NTAINE(1978)のように韓国南

部から西南日本内帯にかけて複数の白亜系堆積盆地が

存在したという見解がではじめている.このことは

日本列島の南方移動に直接関係する大きな問題であり

これを解決するには対馬海峡下に白亜系カミ広く分布する

かどうか両側陸域の白亜系の正確な対比と岩相･層厚�



一29一

変化の傾向の把握を行う必要カミあろう.

2.2第三系

慶尚盆地:第三系は盆地東海岸に沿った狭長な範囲に

分布する(第7図)･主として中新統及び鮮新統から在

るが第三系最下部は漸新統の可能性カミないではない.

第三系が発達する浦項(P･hang)と長警(Janggi)では

下部中新統の陽北層群(Ya㎎bugG･oup,立岩1925の長警

統に相当)と延貝層灘(Y･oni1G･oup;立岩,1925の延目統

に相当)からたる(第5表)･前者は凝灰岩や溶岩をはさ

む非海成堆積層からたり層厚2,000m以上に達し第

6表のように5層に区分されている.各層から植物化

石カミ豊富に産する.陽北層群は長警南方の甘浦(G｡皿

po)では(第5表)甘浦礫岩(Ga血poConglome･at｡)･

孝洞里層(Hy.d.ng.iFo.mation)･魚目層(Eoi1Foma･

tiOn)に区分され魚目層中部から海性貝化石のルα伽舳

一耽αηα群集カミ産する.

延目層群は陽北層群を傾斜不整合に被覆して広く分布

する･延岡層群堆積以前に傾動･断層運動が生じて

下位の陽北層群はNNE-SSW性断層で切断され東へ

〆｡

'一ノ

■

禽

㌔ゆ｡

叩

跨

多

屋

興

奮

ミ'

錦

△

!μ//

ク〃〃■/

1〃…;浦項一

1､勿つ

'･ク㌻〃､､

ll､〃〃ノ

1｡△』

燃蟻犠長箸

△｣ム

甘浦

亀

℀

1φ

蔚山1萄

一

⑧

θ

倀

■

010･

』=一舳

第7図韓国第三系陽北･延目両層群の分布(REEDMAN

&UM,1975).11第四紀玄武岩2:流紋岩

と凝灰色藻岩3:延目層群4:陽北層群.

傾動している.

第5表韓国第三系対比表(REEDMAN&S.H.UM1975より一部省略して編集)

����浦項一長･管���

����POHANG-JANGG工�甘浦�蔚抑�

�����GAMPO��済州島

���啌十三���

�鮮������

�新������西婦'薄層

����汝南層���SEOGWIPOFm

�世���YEONAMFm.L���

�����一一一i一.一I一一i一一.`一I.i一.�■一.'一1一.一一一一■一一一1■一.i�･i`i一一.･■■一`一一■一i一■･

�後������

��延��斗湖層���

�������

���ρ■,���享千里礫岩層�

�期��白､���JEONGJARICgl�

����

���日南1o1��.i■一一.一一一■一一一一'一.`一一.��

中�������･i1一'`一.一`■i一.一.`一一一

�中'������

���日�'梨洞層���

���層旨;国�EEDONGFm���

�期������

���ト��.一■.･一一一一1`i一一一.一一.''1��

����興海層��･.一■.一i一■一一.`一一一.一一1･･�一一一･.i■i一一一●一ii■一■一一一

��群��HEUNGHAEFm.���

����鶴林層���

��������

新�前���11北層���

����乂����

����凡谷里層���

��陽�ρ→.�BEOMGOGRIFm���

���⇒����

���○����

世���串����

��北�o�世界洞層���

�期��o�SEGYEDONGFm���

���P��魚日層��

��層�図�金光洞層�EOILFm��

�������低����

���乞����

���声�調台里凝灰岩���

��群��NULDAEL1Tu丑�孝洞里層��

���奏��剉����

����長篭｡礫.岩層���

漸新世����JANGGICgl�甘浦礫石層��

�����GAMlPOCg1�一■一一`一■一`i一`一i■一.`一�.･..一一■一`i`一一■一…一i

一方延目層群は断層で切られていな

い.延目層群は海性環境下の堆

積物で構成され陽北層群の非海

性環境とは明瞭に異なる.本層

群の地層区分と岩相を第7表に示

す.岩相からみても両層群間

の地殻変動(長箸変動と仮称する)

は相当大きいと推定される.

また第7図をみるように陽北

延目両層群の分布域は東西にわか

れており両層群の接触部を観察

できる場所はほとんど荏いといわ

れる.これは上記の長警変動

を境にしてそれ以前の第三系と

以降の第三系とは別な堆積盆地で

形成されたと解釈することもでき

る｡両層群間の層序的構造的

関係を明らかにする必要がある.

地質時代についてみると陽北

層灘産出の植物化石から立岩(19

24)は同層群を漸新統としている.

一方同層群の魚目層産出の貝化

石群は裏目本申新世中期の貝化

石群の構成に類似している(Kim,

B.K｡｡taI.1974).その後立岩

(1976)は長警統の緑色凝灰岩を裏

目本グリｰンタフ活動の西方延長�
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策6表韓国第三系陽北層群の層序区分

(REEDMAN&S.亘.UM1975より編集)

層名1層厚Ml

凡谷里層

�〰

�位���洮

世界洞層

�　

卅��低�洮

金光洞層

�������

��

胃内合里凝灰岩

乕��剉呵晦

岩相

安山岩･凝灰岩･砂岩･頁岩･

換岩.植物化石.

非整合

玄武岩質凝灰岩･頁

岩砂岩礫岩互層.

炭層介在｡

植物化石豊富

明灰色頁岩.

廿浦地区

の延貝層

に相当.

前期中新

世貝化石

産出｡

安山岩･石英粗面岩･凝灰岩･

砂岩･頁岩･礫岩

褐炭介在

と考えた.

延目層群の時代はKim,B.K.(1965)の微化石からブル

デイカリアン～サルマチアンただし最上部の汝南層は

鮮新世と推定されKANEHARA(1936)は植物化石群から

中新世中･後期としている.

さて陽北層群を魚日層の貝化石群から中新世中期と

すると同層群は延目層群のかなりの部分と同時異相の

関係に恋る･しかるに前者は断層運動を強くうけ

後者はうけていない.両層群の層序関係を確立すると

ともに動植物化石群の再検討を行う必要がある.さ

らにREEDMANandUMによれば蔚山(U-1san)地

区の延目層群に対比される享千里礫岩層(J･･ngj･･i

Cong1o血e.at｡)にも魚目層と同じ貝化石群が産すると

いう.こうなると甘補地区の海成陽北層群がはたし

て浦項地区の非海成陽北層群にそのまま対比されるかど

うか疑わしくなる.

長署礫岩層

�����

礫岩･砂岩互層｡礫はよく円

磨された佛国寺花筒岩.

斜層理発達.褐炭介在.

不整合

鮮新統は延目層群の汝南層をのぞいて慶尚盆地に存

在しない一群新統カ溌達するのは済州(Ja.ju)島で

あってここでは西帰浦層(SeogwipoFomation)とい

う海成上部鮮新統が分布する･砂岩泥岩からなり火

山灰･集塊岩を挾有し貝類･ウニ･サンゴ等を産する.

暖海の沿岸堆積物と推定されている･汝南層よりも上

位とみなされているカミ確実ではない.

第7表

韓国新第三系延目層群の層序区分

�������

下

汝南層

�低���

斗湖層

DU且0Fm

梨洞層

�����

興海層

HUNGHAEF血.

鶴林層

HAGRIM亙m.

川北礫岩

CHONBUGCg1｡

�

泥岩･砂岩･頁岩｡

�　

㈰　

白～明褐色泥岩･頁岩･砂岩.

海性貝化石･底生有孔虫･植物

化石.

�　

褐色砂岩頁岩互層(下部).

泥岩(中部).礫岩はさむ頁岩.

有孔虫･魚類･貝化石.

�　

泥岩･砂岩･頁岩.礫岩介在.

有孔虫･貝化石.

�　

�　

明褐色砂岩頁岩.礫岩介在.

貝化石･放散虫化石.

日本側との対比:慶尚盆地には明瞭な古第三系が発達し

狂い(陽北層群下部はまだ漸新世の疑いが残る)のに対して

九州北部では古第三系が厚く発達し筑豊炭田を構成す

る.すなわち始新世の直方層灘(層厚約600価)漸新

世の大辻層群(層厚約1000m)でありともに多くの稼行炭

層を有する非海成層カミ主で一部に海成層を含む地層か

らなる.その上位には漸新世後期ないしは中新世前

期とされている海成層の芦屋層群(層厚1400m以上)カミあ

り九州西部にはさらに上位に厚層の中新統(相浦･

佐世保･野島3層群)カミ存在する.これらに対比される

地層が山口県西部の油谷湾周辺にも存在し目置層

群･油谷湾層群(岡本･今村1964,岡本1975)と称され

ている(第8表).以上の古第三系と新第三系は明ら

かに白亜系花開岩類員1入活動後の断層運動により生じ

た地溝盆地で形成されたものである･

�　

㈵　

砂色頁岩をはさむ礫岩.礫は

円磨された砂岩頁岩の中大擦.

褐炭介在.上部に貝化石｡

慶尚盆地と日本側とで最も対照的校のは上に述べた

ように古第三系の発達状況の相違である.下位の白

亜系が日韓両側で層群単位で対比可能という事実と比較

して古第三系の発達の相違は何を物語るものであろうか･

慶尚盆地に古第三系堆積の場カミ形成されなかったかあ�
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るいはかって存在した古第三系が削剥されつくしたの

かはわからないが住いずれにせよ白亜紀末から古第三

紀を通じて慶尚盆地と日本側とでは造構運動の形式に欠

きた相違が存在したと考えねぱなら校い.

淘鷲鳶烹禁1祭1

2･3対馬の対州層群

慶尚盆地と北部九州の中間にある対馬は両地域の地

質のつながりを知るうえにきわめて重要狂位置にある.

同島を構成する地層は対州層群とよばれこれは砂岩泥

岩からなり層厚は2,000m(松本1969)とも6,000㎜以

上(高橋,1969)ともいわれている.一部に炭質頁岩や

火砕岩･凝灰岩を挾有する･地層中に斜層理やスラン

プ構造がみられ浅い水深下の堆積物またはデルタ成堆

積物とされている(松本ほか,196!;松本,1969;岡田,1969.

1971;識見ほか,1971)･

松本(1969)は対馬の地質の要点と特徴を概観し5つ

の主要問題一対州層群の地質時代基盤新生代地吏

岩石区及び海底地質一を指摘している.対馬の地質上

の問題点は以上につくされているように考克られるカミ

なおここではとくに重要と思われる地質時代と堆積

の場について考えてみたい.

地質時代についてみると根拠である植物化石と動物

化石について研究者間で若干の見解の相違カミある.

立岩(1934)は対州層群の下部から産した植物群を新羅

統の植物群に対比した.近年に放って松尾(1970)は

同層群に植物群を認めこれらは漸新世初期から中新世

にまたカミる植相と判断している.またTAKAHAsHI

(!958)は同層群下部産出の∫励α腕8(シュロ)を漸新世

の化石と判定している.

貝化石による同層弾の地質時代は漸新世後期～中新世

前期(KANN0.1955)第三紀一おそらく古第三紀(MAsUDA,

1970トの報告がある｡

以上からみると現在では対州層群の時代は漸新世が

主体で上部に中新世を含むといった見方カミつよい.

しかし概してみると植物化石の万カ唄化石より若干

古い時代を示す傾向があるように推察される.さらに

貝化石についてみても一般に化石個体の保存状態が不

良であること産出層準が九州の諾炭田で産する場合と

逆転していることなど問題がある.厚さ数!,000m

第8表九州北部西部山口県西部第三系層序･

時代���九州西部��九州北部��山口県西部*

���平戸層����

�後������

�期��野島層群����

中�中≡��佐世保層群����油谷湾層群

�期��相浦層群.����↓

�������?舳

新���畑津頁岩層����

��上戸�畑津砂岩層�缶戸�脇田層�日�人丸層

�前�屋(�行合野�屋�坂水層�置�

世��杵…島�砂岩層�層��層�峠山層

�期������

��)層�佐皐砂岩層�群�山鹿層�群�黄波戸層

��群�����十条層

漸�後��杵島層�大���古

�期��芳谷層�辻�遠賀層��?

新�前�柵矢口��層���

世�期�層�厳木層�群�出山層��安山岩･玄武岩

��群�����

始�後���直�.上石層��

新����方�竹谷層��

����層���

世����群�三尺五尺層��

�期����大塊層��

*岡本(1975)による

に及ぶ同層群のことゆえかなり幅のある時代が予想さ

れるが同層群が対馬海峡を挾む日韓両側の地層を対比す

るうえで重要な鍵となるにはさらに確実に地質時代の

決定を行って九州北部の古第三系との層序的･窒間的

関係を正しく把握する必要カミある.

対州層群の堆積の場についてみると従来の見解では

同層群は浅い水域のデルタ堆積物とみなされている.

想定されるデルタの位置は1)韓半島南部から対馬にか

けての一帯(礒見ほか,!971より推定)及び2)対馬南西方海

域(岡田,1971の第9図より推定)の異なった見解カミある.

また長沼･長浜(1981)によれば対馬層群の古流向系

は一般に南西から北東に向っており一方スランプ構造

から推定される堆積物供給方向は北西から南東に向っ

ている.スランプ堆積物には沃川帯の変成岩類の礫や

赤色岩の礫か含まれているという･皐上から筆者カミ受

ける堆積の場のイメｰジは対馬の北方から南西方にか

けて大陸塊があって海を堀し古対馬海は現在の日本海

側に向って開きデルタは対馬の南西方にあり古対馬海

の北側は陸棚が狭く急斜面カミ海底に達しており堆積

物は南西方からと北酉方からの両方向から供給されだ

というものである.とすれば九州北部の古第三系の

基盤を校す背振山塊の白亜系花開岩類の陸塊カミ現在の対

馬海峡へ突出した陸塊として存在L古対馬海に砕屑物

を供給しだということも考えられる･これは今後�
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第8図慶尚盆地のリニアメント.

(LANDSATイメｰジより作成).

海底地質を精査すると共に対州層群の礫種や岩石の鉱

物組成を詳細に検討する必要があると思われる.

3慶尚盆地と九州北部,山口県西部の地質構造

の比較

慶尚盆地:白亜系は巨視的にみてNE-SWに走り

5～20｡前後の傾斜をもって南東に傾く比較的簡単な構

造をなす･第三系もまた簡単な構造であってN-Sに

近い走向をもち東に緩慎斜する･同盆地に発達する

断層の多くは正断層とされNE-SW系とNW-SE系

が卓越する.

断層中造構運動に最も大きい意味を有するのは梁山

断層(Y.ngs.nF.ult)でありこれは東落ち右ずれの

変位を示し中新世後期に形成されたもので(REEDMAN

andUM,1975)西南日本弧の南方移動に関係がある大構

造線の一部と考完られている(SILLIT0E,1977).

第8図はLANDSATイメｰジから筆者が画いた慶尚

盆地のリニアメントであるカミまず顕著放のは釜山から

浦項に走るNNE-SSW性のリニアメントでありその

ひとつカミ梁山断層に一致する.これをみると梁山断

層は単一の断層でたく同方向の他の断層とあいまって

幅40-50kmの断層帯を形成しているようである.

また浦項の東半島西方にこれらの断層を切った形で

NNW-SSEの顕著なリニアメントカミ認められる.

第9図九州北部･山口県西部のリニアメント.

(LANDSATイメｰジより作成).

そのほかNE-SW系NW-SE系が認められる.

E-W系のリニアメントは少いカミ韓国南端の諸島及び

浦項とその西方にやや顕著に出現している.慶尚盆地

西側の嶺南地塊はNNE-SSW系の短いリニアメントと

弧状のリニアメントで特徴ずげられ,慶尚盆地内のリニ

アメントとは対照的である.

以上の断層及び傾動地塊をもたらした造構運動の時代

は立岩(1976)にもとずくと

i)白亜紀末～古第三紀初頭(佛国寺変動)

ii)中新世初期～中期(陽北層群形成後延目層群堆積前の

地殻変動すなわち長髪変動)

iii)鮮新統州南層堆積後の傾動運動及び第四紀以降の半島

東海岸の隆起運動

でありi)及びii)はいずれも展張場における構造運動と

説明されている.

刎1111北部･山口県西部:白亜系･第三系の地質構造は慶尚

盆地に比較してはるかに複雑である･第9図はLA-

NDSATイメｰジから画いたリニアメントを示すが長短

強弱さまざまのリニアメントカミみられる.リニアメン

トの方向はNE-SW系NW-SE系N-S系E-W

系その他カミあるカミ前2者が卓越する.N-S系及

びE-W系は少数であるがいずれも顕著である.

これらのリニアメントを第10図の地質構造図と比較する�
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第10図

九州北部･山口県西部

の白亜系と古第三系の

構造(50万分の1地質

図r福岡｣より作成).

L二舳

と巨視的にみてリニアメントは主として断層をあらわ

しさらにNE-SW性の短いリニアメントは白亜系

の摺曲構造に関係カミあると解釈される.

白亜系関門層群の一般的な走向はE-WないしNE-

SWであり軸間距離O,5～1.Okm一内外の摺曲軸によっ

て反復する.一方古第三系は主としてNWrSE性

断層運動に伴匁って傾動したいわゆる筑豊型構造(松下,

1951,高橋ほか,1971)をなす.第10図からも明かなよ

うに九州北部において古第三系堆積盆地は白亜系

の構造を直角に切って発達する地溝に形成されていて

両系間の構造差は明瞭である.

断層系統にはNW-SE系NE-SW系N-S系

及びE-W系があり前2者が卓越していて両者のほ

とんどカミ正断層である.N-S系の代表的なものは

小倉一田川断層でありこれは西側落ちでかつ左ずれ

の変位をもつ注･同断層は筑豊･小倉両炭田のNW

-SE系断層と共役関係にあると推定される.

勘禁議驚緊1

E-W系断層は山口県目本海側の油谷湾地域付近及

び福岡県南部から佐賀･長崎両県一帯に発達し両地

域以外にはほとんどみられない.前者は第三系の基盤

断層として北落ちの正断層の性格をもちNW-SE系

断層に切断される.後者は古第三系を切断しNW-

SE系断層とは相互切断の関係にある.

以上の構造発達順序を大胆にならべると以下のよう

になる.

i)白亜紀末～古第三紀初頭

a)白亜系のNE-SW～ENE-WSW性櫓曲運動

b)NE-SW系及びE-W系断層運動と弱線に沿った

花嵩岩類の貫入

｡)NW-SE系及びN-S系正断層運動による地塁･地

溝の形成

ii)始新世～下部中新世･…･･第三系の堆積と傾動運動

iii)中部中新世……佐世保･野島両層群間及び目置･油谷

湾両層群問の不整合で示される傾動運動及び火成岩貫入

iV)上部中新世以降･･･…櫓曲運動と断層運動(多くは既存断

層の再活動)1

テクトニクス的にみると圧縮の場はi)のa)及びiY)

展張の場はi)のb)･c)ii)及びiii)と考えられる.�
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比較:日韓両側で地質構造の複雑さに大きな差カミあ

ることは前述した通りであり慶尚盆地が主として展張

テクトニクスであるのに対し日本では圧縮･展張の反

復と解釈される.

両地域の変動の時期を比較すると慶尚盆地の仏国寺

変動は日本側の変動i)に時代的に対応する.しかし

詳細にみると仏国寺変動は三)のb)にあたりa)は狂い.

またi)の｡)で形成されたNW-SE系及びN-S系の断層

とそれに伴う地塁･地溝構造カミ慶尚盆地ではどこに存

在するのであろうか.同盆地東部の第三系の分布は

南北性であるようにみられるカミあるいはこれカミ目本側

の古第三系の堆積盆地となった地溝に対応するのかもし'

れない.立岩(1952)及び松下(1949)はNW-SE系

及びN-S系断層の北方延長は韓半島東岸ぞいのNW

-SE系潮解方向,立岩,1952)の断層と考えている.

以上から推定すると半島東岸に沿う大陸･大陸斜面に

NW-SE系ないしN-S系の地塁･地溝カミ存在し第三

系堆積盆地が形成されている可能性カミある.

慶尚盆地の長警変動に相当するのは時代的に日本側

のiii)にほぼ対応すると考えられ変動形式も傾動とい

う点では似ているカミ狂お今後の検討を要する･

中新世後期あるいは鮮新世以降の構造運動の形式は

日韓両側で大いに異なり対応ずけるのカ梱難である.

韓半島と面目本島弧が過去に接近した位置にあって主

要構造線が雨域にまたがって連続していたと仮定すると

現在離ればなれになっている雨域の主要構造線の対比は

過去のったカミりを知る上に大きな手がかりを与えるであ

ろう.その意味である間隔を置いて雨域で顕著に発

達するE-W性断層を検討することは興味深いと思われ

る.

対馬の地質構造:対州層群の地質構造は日韓両域とは

異放った形式をもつ｡同層群は島軸方向に少し斜交し

たNE-SW軸でもって摺曲を反復する(第11図).榴曲

軸面はほとんど垂直であるが西南目本内帯の第三系と

してはかなり強い摺曲である.摺曲軸は比較的よく

連続する.断層にはN-S系NE-SW系NW-SE

系があり正断層カミ多く連続性に乏しい.落差カミ大

きくかつ長距離にわたって連続する大断層はない･N

-S系断層はNE-SW系を切断する場合が多い･

磯貝ほか(1971)は対馬一帯を古第三紀における2

つの構造的準安定地塊にはさまれた不安定帯としてこ

れを対馬帯と称し日韓両側から独立した単独の地向斜

及び構造帯と認めた.この認識はFONTAINE(1978)の

弘
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第11図対馬の対州層群の地質構造(松本1969;松橋1968

より作成)

“平行断層で形成されたNE-SW性地溝"に相当すると

考えられる･これに従うと古第三紀から新第三紀初

頭にかけて堆積盆地は慶尚盆地･対馬･九州北部間で

すでに分化していたことになる.これが妥当かどうか

は対馬海峡の海底地質が手カミかりとなるであろう･

松本(1969)は韓半島と対馬間に地質区をわける重

要な構造線が対馬西海岸沖を島軸に平行に走ると推定し

対州層群の摺曲強度が北酉海岸にいくほど大になるのは

この構造線の影響によると考えた.次回で紹介するよ

うに海底地質でこの構造線は確認されている｡さら

に同構造線は朝鮮半島海岸に沿って走るN-S性構造

線に連なり半島東海岸から東シナ海大陸棚に至る大陸

縁辺をふちどる重要な構造線のひとつと考えられる.

対州層群の堆積及び構造カミこの構造線と密接狂関係に

あることはまず疑い狂いであろう.

謝辞:本稿を草するに当り粗稿の閲読を通じて御

意見と御助言を承わった山口大学教授村上充英･広島大�
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}新刊紹介

藤田至則･鈴木尉元編:構造地質(地球科学講座8)

共立出版株式会社,B5,235ぺ一ジ,2,500円

総合的に体系づけて書かれた構造地質学に関する専門的教

科書は訳書を除くと日本にはいままでなかったといってよ

いであろう.構造地質学のひろい分野を網羅して書かれたこ

の本を読了して編者および執筆者のなみなみならぬ構想力と

苦心のあとを感じとることができる｡構造地質学の本格的な

専門教科書をえられたことを日本の地質学の研究者･学生だ

けでなく,関連する地球科学,応用地質の研究者,技術者のた

めにも喜びたい｡

内容についてみると外国の構造地質学の教科書にしぱし

ばみられるような岩石･地層の変形理論から始めるのではな

く実態としてとらえることのできる地層自体の構造を導入部

にもってきたのはひじように適切であったと考える.断

裂･摺曲･実験構造地質の章に述べられている変形および形成理

論は簡潔で要をえている･構造地質学でよく使われる用語

はゴチック字体で印刷されその定義が明快に述べられている

のも教科書として親切である.さらに火成作用のもつ構造

的側面および地震発生の造構条件について章を設けて説明さ

れているのはこの書の特色といってよい･とくに後者につ

いては外国の構造地質の教科書ではみることカミできない.

最後にこの構造地質学の教科書を通読してつよく感じた

のは記述例カミ目本の地質を対象にしておりたいへん身近で

わかりやすいことである･またおおきく印象ずけられたの

は執筆者たちカミおこなった野外および室内での実践的研究に

もとずいて書かれているところ添多いことである･日本で最

初のものといってよい本格的なこの構造地質の専門的教科書

を輝かしいものにしているのは外国の例を借りものとしてた

よらないうえに述べたような執筆態度であろう.

(吉田尚)

移転のお知らせ:通商産業省工業技術院地質調査所東北出張所は

下記のとおり住所変更になりました.

昭和56年9月28目より

新住所:〒983

仙台市五輪一丁目3-15

仙台第3合同庁舎8階(榴ヶ岡公園北)�


